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特 別 寄 稿

　京都嵯峨芸術大学建学の基本理念は、嵯

峨天皇と弘法大師のご高誼に発すると私は

思っている。

　大同元年（８０６年）１０月、入唐求法を終え

た空海は、九州太宰府に帰朝する。東支那

海の船上で空海は、桓武天皇の崩御を知る。

桓武天皇（山部親王）の後をうけ、平城天皇

が即位する。

　しかし、平城天皇（安殿親王）は、ようやく完

成した平安京を捨て、たった３年足らずの在

位で皇弟、嵯峨天皇（賀美野親王）に譲位す

る。この譲位はご病弱のためと言われているが、

「にわかの譲位には、何か暗雲がたれ込める」

と中村直勝博士が昭和五十年に発刊された

勅許千百年記念誌「大覚寺」に述べている

通り、政治的背景が動いていた。

　藤原仲成、薬子兄妹の謀議で、平城上皇

に政権を戻そうとする企て、いわゆる薬子の

乱が弘仁元年（８１０年）に起こる。嵯峨天皇

の動きは機敏であった。仲成は捕らえられ斬首、

薬子は毒をあおって自殺、乱は平定された。

　弘法大師と一緒に入唐した最澄の資格は

短期滞在の還学僧であった。弘法大師の資

格は、２０年間、唐で仏教を学ぶ留学僧である。

にもかかわらず、大師はたった３年足らずの滞

在で帰朝した。

　藤本義一氏が「唐の僧侶が、取得するの

に３０年以上かけて取得する情報を（宗教に

関わらず、寺の経営方法、地質学から天文学

まで）空海は３年足らずで集めたのである。九

世紀の精神的情報と運営的情報を持ち帰り

実施していく。中世のインターネットの開祖と

言って過言でない。」と述べている通り、世界

の最先端の情報を持ち帰った。

　しかし、２０年滞在しなければならないところ、

３年足らずで帰国した罪は万死に値すると入

洛が許されなかったという。だが、実のところは、

薬子の乱の起こる情勢が潜在していたこと、

つまり、嵯峨天皇とその兄、平城天皇との確執

が主要な要因だったのではないか。

　大同四年（８０９年）９月、新しく帝位につい

た嵯峨天皇から、帰朝した弘法大師にお招き

があった。大師帰朝されて３年目のことである。 

失意のそこにあった弘法大師は、嵯峨天皇の

お声がけをどれほど喜ばれたであろうか。これ

が嵯峨天皇と弘法大師の出会いである。�

　嵯峨天皇は、早くから入唐した弘法大師に

注目されていたことが伺える。お会いになって

のお尋ねは、密教のことではなく、文人、書家

としての見解をお尋ねになったと聞く。きわめ

て個人的な親近感をもったご交誼ではじまっ

ている。このご交誼の心意気が、大覚寺のご

中興、後宇多天皇（１３０７年）、最後の宮門跡

有栖川宮慈性法親王（１８３７年）に脈 と々息

づいている。

　この度新しく建立された新学舎、有響館に

嵯峨天皇と弘法大師のご尊像をお祀りしてい

る。弘法大師に世界の最先端の文化的情報

をお尋ねになる嵯峨天皇のお姿を感じ、お二

人の世界に向けた心意気を志として、京都嵯

峨芸術大学の学生が世界に羽ばたく芸術家

に成就されることを願う。
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　芸術学部が初めて卒業生を送り出すという

この記念の年に、罧原キャンパス「有響館」が

開設の運びとなりました。理事長をはじめ、理事

会、評議会のご理解のたまものです。計画から

完成まで、大変な量の作業と懸命に取組んでく

れた学内外のみなさんに、深甚の謝意を表しま

す。２００４年１０月には完成披露行事をはじめ、

一連の記念事業を予定していますが、これを

機会に、本学の教育がどこを目指しているか、

社会にどう貢献しようとしているか、学内だけで

なく広く社会に知ってもらいたいと願ってのこと

です。新学舎を「有響館」と名づけたのも（弘

法大師の「五大皆有響」から戴きました）、まさ

に、歴史と文化の地、嵯峨野に出現したこの瀟

洒な新館が、さまざまな文化情報を集めては発

信する「有響」の拠点となってくれることを祈念

するからであります。 

　新館建設にあたっては、学内にプロジェクト

チームを置き、３つの条件をつけて基本設計を

お願いしました。その１は、本部キャンパスにお

ける実習スペースの拡充であり、法規が許す

限り、精一杯の床面積確保に務めてもらいまし

た。条件の２は、学生諸君がさまざまな目的で自

由に使える空間を確保することでしたが、こちら

はメインフロアを「学生情報フロア」とすることで

実現しました。今後どのように活用するか、ぜひ

学生諸君のアイデアを活かしてほしいと思いま

す。加えて、従来の就職課を「キャリア支援セン

ター」と改め、新館に移設しました。今後の大

学運営にとって、就職・進学といった学生諸君

のキャリア支援こそ、学生募集対策と並ぶ２本

の大きな柱になると考えています。 

　そして第３の条件が、本学がさらなる発展を

めざすためには、地域に開かれ、地域から必要

とされる大学にならねばならない、有響館をぜ

ひそのシンボルにしたいということでした。世界

有数の長寿国となったわが国は、だれもが生涯

を通じて、好きなときに好きなことを学べる、そう

いう教育立国にならなければならない。そのた

めにも、これからの大学は、その知的資源や施

設を地域社会に有効に提供できる、開かれた

大学でなければならないでしょう。まして本学に

は観光デザイン学科があり、大学教育を地域社

会の活性化に結びつける、まさに実践的教育

を行っているのです。ここ嵯峨野は本学を核と

した一大文化ゾーンであると、そう思ってもらえ

るような活動の展開が、今後の本学の課題だと

思います。新棟に附属図書館を移転し、地域

の人々の利用を勧めるとともに、児童書コーナ

ーを新設するというアイデアもそこから生まれま

した。学生諸君の制作した絵本やマンガを地

域の子供たちが読むというシーンを、今から楽

しみにしています。 

　なお、４階の大講義室（G４０１教室）に、大覚

寺からご寄贈いただいた、嵯峨天皇と弘法大

師の尊像をお迎えしました。お二方の御高誼

については、理事長が詳しく解説してください

ました。「学校法人大覚寺学園教育憲章」にも

謳われているように、嵯峨天皇は大覚寺の始

祖として、弘法大師は宗祖として、ともに深い信

仰と敬仰の対象であり、本学園における教育の

精神的バックボーンでもあります。毎月１回、法

要が行われますので、有志のみなさんの参加を

お勧めします。 

うきょうかんふしはら



者自身が作品の中に入り込み、自らが行動して

作品の成立に立ち会う「iシネマ」と呼ばれる斬

新な映像作品が登場します。

◎シンポジウム「Prospect of Interactive 

cinema ～インタラクティヴシネマの可能性～」

日時／２００４年１１月２７日（土）　１３：００～

会場／Ｇ４０１教室（罧原キャンパス有響館４F）

講師／ジェフリー＝ショウ〈オーストラリア・ニュー

サウスウェールズ大学インタラクティヴシネマ研

究所所長〉、伊藤俊治〈東京藝術大学先端芸

術表現科教授〉、松本泰章〈本学芸術学部造

形学科助教授〉、他

◎メディアアート　インスタレーション

「LOOK UP KYOTO ２００４」

会期／２００４年１１月２７日（土）～１２月１１日（土）

時間／１０：００～１８：００

会場／講堂（本部キャンパス講堂棟４階）�

「伝統文化の再生」

　芸術学部造形学科日本画分野の古画研究

工房が中心となって進めている、台南市（台湾）

の興済宮及び王家宗祀の扉絵復原模写の完

成を見越して国際シンポジウムを開催します。

東アジアの古建造物壁画および扉絵の保存と

修復に関する問題点を明らかにし、伝統的な

東洋画技法を研究する活動の意義を探ります。

◎シンポジウム「東アジアにおける古建造物彩

色・壁画の保存と修復」

大いなる期待を込めて

　学校法人大覚寺学園は、１９７１年に嵯峨美

術短期大学を設置して以来、２００１年４月には

四年制の京都嵯峨芸術大学を設置。これに伴

い嵯峨美術短期大学を京都嵯峨芸術大学短

期大学部と名称変更し、コース再編ならびに教

学内容の刷新を行いました。

　そして２００４年、京都嵯峨芸術大学は完成

年度を迎え、来春には第一期生を送りだすこと

になります。短期大学の卒業生は１０，０００名を

超え、優れた人材が国内外のさまざまな分野で

活躍し、高度社会の発展に寄与しています。

　現在、京都嵯峨芸術大学大学院の２００５年

度開設をめざして準備が着 と々進んでおり、本

学園が芸術系高等教育機関として、地域の文

化的発展に深く貢献し、産官学連携の拠点と

なって機能することがさらに期待されています。

　その拠点となるべく、２００４年４月、新たに「罧

原キャンパス」を開設し、地上４階地下１階建て

の「有響館」を建設。在学生はもとより、地域の

誰もが利用できる、最新情報の収集の場、交流・

憩いの場として、１０月に正式オープンします。

嵯峨野から世界へ

　罧原キャンパス「有響館」の開設を記念して、

“伝統と未来をつなぐ”をコンセプトに、今秋から、

国際的・先端的事業、国際的・伝統的事業を

推進していくこととなりました。

Exhibition of Jeffrey Shaw

「FUTURE VISION」

　メディアアート界の中心的存在として世界的

に知られる、ジェフリー＝ショウ氏を迎え、国際シ

ンポジウムを行います。また、展覧会には、鑑賞



講師／長谷法寿〈仏師〉

◎第２回『京人形』

日時／２００４年１２月１１日（土）　１４：００～

講師／岡本潤三（面屋庄甫）〈京人形作家〉

◎第３回『京の織』

日時／２００５年１月２２日（土）　１４：００～�

講師／北村武資〈「羅」「経錦」重要無形文

化財保持者〉

◎第４回『京の染』

日時／２００５年２月２６日（土）　１４：００～

講師／森口邦彦〈京友禅作家〉

◎第５回『京の祝事』

日時／２００５年３月２６日（土）　１４：００～

講師／源田善朗〈元源田紙業株式会社社長〉

◎第６回『京の着物』

日時／２００５年４月２３日（土）　１４：００～

講師／羽田登〈京友禅作家〉

◎第７回『京の笑』

日時／２００５年５月２１日（土）　１４：００～

講師／茂山あきら〈大蔵流狂言師〉

　以上の国際シンポジウム、展覧会、連続講座

に関して、参加を希望される場合や詳細につい

てご質問がある場合は、罧原キャンパス「有響館」

開設記念事業委員会までお問合せください。

（京都嵯峨芸術大学企画広報課　内）

〒６１６-８３６２　京都市右京区嵯峨五島町１番地

TEL.０７５-８６４-７８５９　FAX.０７５-８８２-７７７０

info@kyoto-saga.ac.jp

　また、この他にも、関連事業としてさまざまな

催しを実施します。

◎附属博物館第７回企画展「嵯峨からの発信」

１０月１６日（土）より開催予定。

◎公募展「YOUパックアートコンペ２００４」詳細

は本誌８ページをご覧ください。

◎「アジア太平洋生物多様性保全子ども会議

京都シンポジウム」８月１６日（月）、有響館Ｇ４０１

教室で開催。

日時／２００４年１１月２８日（日）　９：３０～１７：００

会場／Ｇ４０１教室（罧原キャンパス有響館４F）

講演／１０：００～１５：００（各自約３０分ずつ）

１０：００～鄭明水〈台湾国立文化資産保存研

究中心籌備處研究員〉、１０：４０～傳朝卿〈台

湾国立成功大学教授〉、１１：２０～金京變〈韓

国丹青技術者〉、１２：００～蘇伯民〈敦煌研究

院保護所副所長兼福研究員〉、１４：００～櫻井

敏雄〈近畿大学教授〉

パネルディスカッション「建造物彩色・壁画を取

り巻く今日的課題」／１５：００～１６：３０

鄭明水、傳朝卿、金京變、蘇伯民、櫻井敏雄、

村田健一〈文化庁文化財保護建造物課主任

調査官〉、窪寺博〈奈良文化財研究所文化遺

産研究部建造物研究室長〉、山内章〈（財）元

興寺文化財研究所室長、本学非常勤講師〉、

村松裕美〈修復研究所２１研究員〉、仲政明〈（有）

川面美術研究所研究員、本学非常勤講師〉、

山村高淑〈本学芸術学部観光デザイン学科専

任講師〉、箱崎睦昌〈本学芸術学部造形学科

教授〉　　　　　※（財）福武学術文化振興財団助成

「伝統の継承　－京の美意識－」

　古都・京都で培われた、独特の知恵や美意識、

自然や歴史にはぐくまれた巧みの技にふれる

連続講座です。各分野で活躍されている方々

を講師に迎え、伝統的な工芸や芸能に関する

講演と実演を行います。

会場／Ｇ４０１教室（罧原キャンパス有響館４F）

◎第１回『京の仏像』

日時／２００４年１０月１６日（土）　１２：００～
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　平成１６年度（平成１７年３月）に完成

年度を迎える京都嵯峨芸術大学への

文部科学省による寄附行為関係および

設置関係の実地審査が行われました。

　大学設置認可後、健全な経営ができ

ているか、教学上の問題はないか等、運

用状況を現地にて調査することが定め

られており、平成１６年６月８日（火）に寄

附行為関係、同２５日（金）に設置関係と

いったスケジュールで実施されました。

　審査官による、理事長・学長をはじめ

とする大学関係者への面接審査の後、

学内の施設見学等が行われ、特に、２５

日の設置関係の調査では、在学生への

インタビューも盛り込まれ、大学の状況に

ついての聞き合わせが行われました。両

日ともに留意事項もなく無事終了いたし

ました。

　平成１７年４月の開設をめざす京都嵯

峨芸術大学大学院に関して、平成１６年

６月２３日（水）と同29日（火）の２回にわけ

て文部科学省へ設置認可の申請書類を

提出し、無事受理されました。平成１６年

１２月の認可に向けて、さらに具体的な整

備に取りかかることになります。

　この大学院は、芸術学部を基礎としな

がら、「社会状況に対応した高度な教育・

研究」、「専門領域での高度な研究と分

野横断・融合による新たな芸術表現の研

究」を設置の趣旨としています。申請して

いる芸術研究科芸術専攻は、二年制の

修士課程とし、絵画分野・複合分野・観

光デザイン分野を設け、定員を１学年８名

とする予定です。

｠ 平成１５年度決算が、平成１６年５月２８

日（金）の理事会・評議員会にて報告、承

認されました。資金の流れを表す資金収

支計算は、以下の表の通りです。 

　収入の部では、芸術学部が３年目を迎

えて収容人数が増えたことによる学生生

徒納付金の増収、前受金収入の増額、ま

た、志願者減による手数料収入の減額な

どが特徴です。その他、当該年度のみの

特別な収入として、罧原キャンパス「有響

館」開設に伴う借入金６億円が計上され

ています。寄付金は、新入生の保護者の

方々へお願いしており、５，８００，０００円の

ご支援をいただきました。以上、資金収

入の合計額は、当初予算より約１.８％増、

９５,７１０,０００円の増収となっています。 

　支出の部では、退職金支出を含む人

件費が帰属収入の５０％以上を占めてい

ます。ここ数年、５０％以上で推移してい

ますが、綿密な将来計画を基本とする効

率的な人事政策が今後の重要な課題と

して挙げられます。教育研究経費につい

ては２４％程度の支出となっており、これ

は、ほぼ全国的な平均値です。

　平成１５年度については概ね予算通り

の執行であったと思われますが、本学に

おける収入の９０％は、学納金と補助金

によるもので、新たな収入源として、微増

ながら生涯学習講座等の地域貢献事

業等があるものの、積極的な事業推進

による収入源確保が、今後ますます重

要となってくるものと考えます。

　文部科学省の平成１６年度科学研究

費補助金に、本学から申請したうちの２

件が採択されました。

　採択されたプロジェクトは、芸術学部

造形学科箱崎睦昌教授を研究代表者と

する「東アジアにおける寺廟建造物壁画

及び扉絵の復原模写と保存修復に関す

る研究」と、芸術学部観光デザイン学科

山村高淑専任講師を研究代表者とする「中

国の歴史的市街地・集落における持続

可能な観光開発のあり方に関する研究」

です。

A U G U S T  2 0 0 4

平成１５年度資金収支計算書� �� 単位：円

　　　　　　収入の部�  �　　　　　　　支出の部

　　　　科　目� 金　額　�　　　　科　目� 金　額　

学生生徒等納付金収入� 1,802,355,000�人件費支出� 1,189,381,657

手数料収入� 40,017,714�教育研究経費支出� 315,597,569

寄付金収入� 5,880,000�管理経費支出� 200,938,917

補助金収入� 149,480,297�借入金等利息支出� 56,066,222

資産運用収入� 23,635,958�借入金等返済支出� 173,940,000

資産売却収入� 0�施設関係支出� 825,496,260

事業収入� 11,949,800�設備関係支出� 50,766,762

雑収入� 107,400,710�資産運用支出� 50,000,000

借入金等収入� 600,000,000�その他の支出� 42,574,263

前受金収入� 816,300,000�［予備費］� 0

その他の収入� 162,020,098

資金収入調整勘定� －809,465,947�資金支出調整勘定� －39,314,851

前年度繰越支払資金� 2,445,835,495�次年度繰越支払資金� 2,489,962,326

収入の部合計� 5,355,409,125�支出の部合計� 5,355,409,125



「シンプルでクリエイティブなもの」

　６月１５日（火）に開催した短期大学部

美術学科（生活デザイン）主催による特

別講座では、知的障害を持つ個人の表現

をアートとして捉え、その可能性を引き

だす活動に取り組まれている福森伸氏（知

的障害者厚生施設菖蒲学園施設長）を

講師に迎え、知的障害者による芸術活動

等について語っていただきました。

「遊びとデザイン」

　短期大学部美術学科（インテリアデザイ

ン）主催のもと、ドイツから造形作家のペ

ア＝クラーセン氏を招き、６月２６日（土）に

特別講座を行いました。ネフ社（スイスの

木工玩具企業）の構成玩具等で世界的に

知られる氏が実際にデザインした作品を

用いながら、造形表現をする上で重要な

要素についてレクチャーいただきました。

「アートとデザイン／現在進行中

のプロジェクトをめぐって」

　６月２９日（火）に開催した芸術学部造形

学科主催による特別講座では、美術・デザ

インのそれぞれ第一線で活躍されている

川俣正氏（美術家）と加藤淳氏（デザイン

プロデューサー）を迎えて、両氏の作品紹

介やその制作過程、創作に対する考え方

等が、学生からの質問を受けながらの対

談形式で展開しました。

油画４回生展

　芸術学部造形学科油画分野の４回生に

よる展覧会を６月１日（火）～４日（金）に開

催し、４年間の集大成である卒業制作に向

けての試作として制作した作品を展示し

ました。

工房しょうぶ展

　６月８日（火）～６月２０日（日）に、知的障

害者厚生施設菖蒲学園内「工房しょうぶ」

（鹿児島市）の作品展を開催しました。知

的障害を持つ園生たちの手による木工・

陶芸・織り・刺繍等の作品を展示し、観る

ものに思いがけない才能との出会いを提

供しました。なお、同時企画として６月１５

日（火）には特別講座も実施しました。

イベント企画が実現

　昨年、「１００万円でつくる自遊空間コンペ」

（大阪府堺市文化振興財団主催）で佳作

を受賞した、芸術学部観光デザイン学科３

回生北山めぐみさんの企画案「LET'Sタ

イムトリップ～古墳時代の風を感じよう～」

が、市民フェスティバル「第１０回堺ハート

フルランド」を彩る特別企画「仁徳古代村」

として、２００４年５月５日（水・祝）に実施さ

れました。

　制作・運営スタッフとして観光デザイン

学科の１～４回生４０名程が有志として参

加し、ゲーム等を通して楽しく古代体験が

できる空間を演出しました。

第６回企画展が閉幕

　２００４年４月１日（木）から開催していた

第６回企画展「草原の国『モンゴル』の造

形－異文化を知る　－」が、６月３０日（水）

に無事終了し、７７日にわたる開館期間中、

１，８０４名の来館がありました。

　今回の企画展は、附属ギャラリーとの

同時展示、学生食堂や附属図書館におけ

る関連イベントなど、大学全体でイメージ

をつくり上げる、横断的な展覧会となり、

学内外から大変好評をいただきました。

学生交流イベント

　学友会の企画・主催で行われる学生同

士の交流イベントが活性化しています。

　今年度前期には、新入生歓迎祭として「球

技大会」を４月１７日（土）に開催したほか、

６月３０日（水）には高校時代の制服を着て

参加する「制服パーティー」、７月１４日（水）

には浴衣姿で出店やゲームを楽しむ「夏

祭り」が企画されました。

愛宕古道街道灯し

　京都・愛宕山に登る起点の町、奥嵯峨鳥

居本町で８月２３日（月）・２４日（火）に行わ

れる催し「愛宕古道街道灯し」へ、柴田潤

教授（短期大学部美術学科）による指導

のもと有志の学生たちが制作に取り組ん

でいる巨大提灯が彩りをそえます。

　ほのかな灯りから浮かび上がる旧街道

の風情を、ぜひお楽しみください。

　学校法人大覚寺学園の坂口博之理事

長が、著書「大童」を出版されました。嵯

峨天皇と弘法大師に

ついてはもちろん、

本学園についても書

かれています。別格

本山覚勝院（TEL.０７

５-８８１-５７８８）から発行、

価格は１，５００円です。



　本学と旧嵯峨御所大本山大覚寺が連携

して、自然と文化の調和する嵯峨野の伝

統を探り、新たな魅力を発見し、さらには

現代人の美意識にあった新しい文化や芸

術を創造して、この地“嵯峨野”から発信

していくことをめざし、２００２年に開設した

「京都嵯峨野文化サロン」の第三回企画

を今秋開催します。

　来年は『古今和歌集』成立から１１００年、

『新古今和歌集』は８００年という記念すべ

き年を迎えます。源平動乱という激動の

最中に編まれた両勅撰和歌集は、日本特

有の情感溢れる世界を展開しています。

　今回、福嶋昭治氏による講演「古今集

の和歌、平安時代の和歌」と阿武野逢世

氏による演奏で、その雅な世界を再現し

ます。大覚寺の幽玄な夜景の中で繰り広

げられる和歌の美しい世界を、どうぞお楽

しみください。

日時…２００４年１０月２日（土）１７：３０～１９：３０

会場…旧嵯峨御所　大本山大覚寺

定員…２００名（先着順）

参加費…２,０００円（大覚寺ならびに祗王寺

の当日拝観料込）

お申込み…往復はがきに、郵便番号・住所・

氏名（ふりがな）・電話番号・年齢を明記の

上、９/１（水）～９/１５（水）の期間内必着で

京都嵯峨野文化サロン事務局まで郵送し

てください。なお、往復はがき１枚につき、

原則１名のお申込みとなります。（ただし、

同行者のある場合は、同行者の氏名も併

記してください。）

京都嵯峨野文化サロン事務局

（京都嵯峨芸術大学　学術推進課内）

６１６-８３６２　京都市右京区嵯峨五島町１

TEL.０７５-８６４-７８９８　FAX.０７５-８８２-７７７０

gakujutsu@kyoto-saga.ac.jp

■ 公募展のおしらせ

ＹＯＵパックアートコンペ２００４

「What do you pack?」

　「ゆうパック」に作品を箱詰めして応募

する、ユニークな公募展を開催します。

　ゆうパックの中に新しい可能性を詰め

ると同時に、パックすることの意味をも問

いかけます。どこへでも手軽に発送でき

るネットワークから現代の美意識や社会

への視点が浮かび上がってくるでしょう。

　グランプリには賞金５０万円が贈られる他、

多数の賞が用意されています。応募締切

は１０/２０（木）。１１月には附属ギャラリー「ア

ートスペース嵯峨」で応募作品による展

覧会も開催します。詳細は本学WEBサイ

ト、ポスター、雑誌等でおしらせしています。

［YOUパック・アートコンペ係］

TEL.０７５-８６４-７８６０（直）

FAX.０７５-８８１-７１３３

artspace@kyoto-saga.ac.jp

■ アートスペース嵯峨スケジュール

◎７/１３（火）

　「造形基礎展」

◎７/１４（水）～７/１７（土）

　「専攻科ドローイング展」

◎７/２０（火）～７/２５（日）

　「芸術学部日本画４回生展」

◎７/３１（土）～８/８（日）※予定

　「陶芸・染織専攻科展」

◎９/２１（火）～９/２６（日）

　「イラストレーション標準コース０４前期習作展」

◎９/２８（火）～１０/１（金）

　「油画３回生夏休みの課題展“summer works”」

◎１０/５（火）～１０/１０（日）

　「活き粋倶楽部展」

◎１０/１２（火）～１０/２４（日）※月曜休館

　「日本画作品展」（期間中作品入替有り）

◎１０/２６（火）～１０/３１（日）

　「JAGDA新人賞展」

※会期・展覧会名は変更する場合がございますので、ご了承ください。

■ 入試関連情報

　各種イベントを右記のとおり実施します。

この他にも全国各地で開催される進学相

談会等への参加を予定しています。

 なお、「大学案内２００５年度版」をご希望

の方は、入試課までご請求ください。

TEL.０７５-８６４-７８７８ FAX.０７５-８８１-７１３３

nyushi@kyoto-saga.ac.jp
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印刷●株式会社　ダイコウテック

６/１～７/３１� 二科選抜作家ニューヨーク展� ファンデーションギャラリー、他（U.S.A.）�瀧澤賢福〈混合表現〉、入佐美南子〈油画〉

７/６～７/１１� 日本新工芸展� 京都市美術館（京都）� 吉水絹代、辻信夫、他〈染織〉

７/６～７/１８� 心に響く小品展� ギャラリーヒルゲート（京都）�黒川彰夫、他〈洋画〉

７/１５～８/１５� Pacific Rim Art Now Japan-U.S�Works Gallery(U.S.A.)� 宇野和幸〈油画〉

７/１６～７/３１� TEXTILE WORK EXHIBITION�ギャラリーギャラリー（京都）�奈良平宣子〈生活デザイン〉

７/２１～７/３１� 個展� voiceギャラリー（京都）� 倉山裕昭〈混合表現〉

７/３０～９/５� 日本画「京の今日」展� 京都文化博物館（京都）� 土手朋英、北村正己、他〈日本画〉

８/２１，９/１１� ワークショップ� 京都芸術センター（京都）� 日野田崇〈陶芸〉

９/１～９/１６� 第８９回二科展� 東京都美術館（東京）� 黒川彰夫〈洋画〉、入佐美南子〈油画〉

９/１～９/８� 中井浩史展� ギャラリー島田（神戸）� 中井浩史〈洋画〉

９/７～９/１２� 個展� ギャラリー１６（京都）� 日野田崇〈陶芸〉

９/８～９/１４� The Environment Art Expo KOREA ２００４�COEX center（Korea）� 宇野和幸〈油画〉

９/２１～９/２６� 個展� ギャラリー中井（京都）� 平松國和〈彫刻〉

９/２１～１０/３� 研究室作品展� アートスペース東山（京都）�芦原祚子、大西津也子、辻信夫、吉水絹代〈染織〉

１０/７～１０/１０�ART Embroidery� ロンドン、他� 奈良平宣子〈生活デザイン〉

１０/１６～１０/３１�秋季創画展� 東京都美術館（東京）� 土手朋英、他〈日本画〉

※会期、展覧会名、会場、出品者の順に記載。なお、内容は変更される場合がございますのでご了承ください。　※非常勤教職員の情報は本学のWebサイトをご覧ください。

オープンキャンパス

８/１（日）～３（火）�１０：００～１７：００� 京都嵯峨芸術大学

９/１９（日）� １０：００～１７：００� 京都嵯峨芸術大学

実技・小論文講習会（岡山）

� 受付１２：３０～１２：５０

９/２３（木・祝）� 講習１３：００～１６：００�第１セントラルビル

� 合評１６：００～１７：００�

入試直前実技・小論文講習会／相談会

１０/１１（月・祝）� １２：００～� 京都嵯峨芸術大学

１２/１８（土）� １２：００～� 京都嵯峨芸術大学


